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地域とつながる主体的な生徒会活
動

・ひまわり活動や日枝LIVEなど、生徒会の活動に地域
の方を積極的に呼び込めるようにする。

資質・指導力の向上
・研修主事を核とした学び合い文化の醸成
　（自主的な学び合い、ニーズに応じた学び合いの実
施）

働き方改革の推進
・一人ひとりのタイムマネジメント力を高める。
・80時間超えゼロ、1年間の平均45時間以内を目指
す。
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基
本
施
策

と
の
関
わ
り

本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

個に応じた指導の工夫
・生徒が自分の学びを選択し課題解決ができるよう、
複数の学び方を設定し選択する経験を積ませる。

学習カウンセリングの充実
・学習が苦手な生徒に対し、学習の困り感などを聞き
取り、一人でも学べる力をつける。（家庭学習習慣の
向上）

安心して生活できる一人ひとりの
居場所づくり

・ネットワーク会議等で、どの生徒にも居場所となる場
所ができるようにする。（校内支援センターの利用、外
部機関等とのつながっている生徒100％）

互いのよさや違いを認め合える絆
づくり

・年間を通じた人権教育を実施し、一人ひとりが尊重さ
れる社会について考える場を年間複数回実施する。

やりたいことにチャレンジできる場
の設定

・日枝LIVE、夏休みの探究活動など、やりたいことに
チャレンジできる場を年に複数回設定する。

学校運営協議会における主な評価内容
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一人ひとりの興味・関心に応じたカ
リキュラムの工夫

・総合的な学習の時間において、各自の問いを明確に
設定する。

地域に笑顔を広げるボランティア
・まちづくり協議会の方等から直接、生徒に働きかけ
てもらう場を設定する。（前年度からボランティア参加
生徒数の増加）

各教科における「自ら探求する姿」
を育成する授業の創造

・「自ら探求する姿」を育成する学び方の評価につい
て、全教科で実施する。


